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一 172－　RI　Angiocardiographyによる循環各系の

Transfer　Functionの検討とその動態解析及び画像補

lEへの応用
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　tracerを用」（た稀釈試験法に於ては一般にindicator

の注入，測定ともに観血的に行なえぱより高い解析精

度が得られるが、その侵襲性は検索の適応を制約する、

又これら従来の稀釈試験では何れも測定は出力につい

てのみ行なわれ，理想的なbolusとして入力されたと

の仮定で解析が行なわれている。これに対して，garma

camera及びon－line　c㎝puter　system・利用によるRI

angiocardiographyは上記の問題点を解決する可能性が

期待される。その1つの試みとして，或る循環系の

transfer　fmction　（以下T．F．）をその入力，出力測

定値からLaplace及至Fourier変換を用いて求めた報

告があるが，これらの方法は数値計算上難点がある。

　我々は数値計算上難点の少ないiterative　deconvo－

1utionにより循環各系のT．F．を求める方法を開発し，

その妥当性を確認し，これを用いてのQP／Qs　ratio等

T．F．の解析，更にT．F．を用いた画像補正を行なった。

　9　9　mfrcoE　5～10　mC　iを急速静注し，胸部前面より

gamma　camera（㏄A－202型）及びon－1ine　comtPuter　system

（DAP－SdOON）にてdataを検出，64×64　matrixで0．2～

0．6sec／士rame合計30秒間収集した。

　本報告でのiterative　deconvolutionは次式で示さ
れる・fω（・）・f（n－1）〔・）・f。（・）一ΣR〔・）・（n’1）〔・・k）

・（n）（・）・n・h・tera・i・・，・、〔・）・・bserv・d・・p・・，

　f。（t〕：°b・erved・utp・t・R（t）＝fi（t）／Σfi（・〕

　この処理の妥当性を知る為，得られたf（n）（t）をT．F．

と見なし，これとf．（t）とのconvolutionで得られる計
　　　　　　　　ユ
算出力値とf〔t）との比較をした。30例のMPA一㎜間
　　　　　o
について行なった結果，相関係数は平均O．9994と良い

一一致を示した。この成績はNeufeldらのLaplace及び

Fourier変換を用いての成績（r＝0992及び0．994）

よりも優れており，本法の妥当性が確認された。

　本法を応用して求めたQP／QS　ratioと心カテーテル

検査から求めたQP／Qs　ratioとの相関係数は0．963で，

Maltzらの報告（r＝D．91）よりもより良く相関した。

更にT．F．により再構成された補正画像は処理前に比べ，

心人血管各腔の像を明瞭化し，形態的動態的病変を明

確化し得た。このようなT．F．を用いての「動態的画像補

日の報告は未だない。動態解析及び画像補正の両面か

らみて，我々の方法はR【ang　iocardiographyというnon－

invasiveな循環器診断法の精度を高めるものと考える：）

一 173一

法

生理機能曲線同時Display　R【一心血管造影
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　我々は、第35回日医放総会で”EC（ト同時DiSPIayRエ

ー心血管造影法”を発表したが、生理機能同時Dispユa

yで時間高分解能　Rエー心血管造影法の報告は、我々

以外にないので、さらに追求し、今回は、脈波、心内

圧曲線との同時Dispユ江アを試みたので報告します。

（装置）アンガーカメラ　（東芝㏄A－202），ボスピ

コンー60P　（16KB）・4．8MB　Memory　Disk・工nte

rface・6inch　MonitOrテレビ．動静脈内圧測定検

出器（東芝）．指尖脈波計（東芝ハ東芝PoユygraPh　PCR－

10A
（方法）カメラからのCPUへのData収集はリストモー

ドで行ない，生理機能信号はAD一変換后1Ctne　e　e毎に、

CPUへ割込した。まず、　CPUのモニターTV上で，実
時間で生理機能曲線を抽出確認したのち、99m　Tc－HSA

をbO　IUsVC静注し、　CPU系va　Da　ta収集を行なつたo不整

脈一AF，高血圧心，下肢動脈閉塞患者に施行したo心

内圧曲線同時Display心RI像は動物に試みたo　cPU処

理画像は160×160囮　trixに表示され，ガンマカメラ

検出面の22．5cm×22，5C皿に対応するo

（結果）生理機能信号はtCHしかcpuへ入力出来ない

が，EC〔｝．指尖脈波，心内圧曲線等の同時DiSplay　Rエー

心血管像を得た。また生理機能曲線上の任意の位相毎

のR工像の重ね合わせにより．生理磯能曲線上で同一位

相のR工臓器像を．如何なる不整脈でも．より正確に，

鮮明に得る事ができた。我々のSyetemのdynamicdet

θctor一σPU　respon8eは，65％であb，max．12．OOP

cp日まで直線性があb．RI臓器像と同時Displayされ

た生理機能曲線の画質は，100msec／Frame以下が適

当であつたo

（結論）我々はミニコンを用いて，データー収集をリ

ストモードで行ない．時間高分解能で且つ1CHの生理

機能同時Dispユay　Rエー心血管造影法の開発を行なつた

。本法は，非観血検査としてのみならず，観血的検査

においても，造影剤の影響を考慮する事なしに，臓器

イメージと同時の生理的磯能の情報が，極めて生理的

な状態で得られるoさらにハード或いはソフトウエア

の改良により．より良好なdynamic　dθtector－CPU　rθ

SPOnseや多チヤンネル生理機能曲線同時DiSPIay　Rエー

心血管造影法が．期待できるo
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